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＜土壌診断料金改定のご案内＞
人件費や資材コストの上昇に伴い、令和７年４月１日より土壌診断料金を改定させていただきます。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

■改定時期　令和７年３月２１日サンプル到着分から

■改定額
　（税別）

現行料金

５００円／点

新料金

１,０００円／点

産直部会員

あなたも地域農業の担い手に！

農産物直売所へ
出荷してみませんか？
農産物直売所へ
出荷してみませんか？

　ＪＡ西春日井では、地域農業の振興や農家所得向上の実現に向けて、農産物直売所「アグリ

マルシェはるひ」を運営しています。

　安全・安心・新鮮な農産物が手に入る、生産者の顔が見える店として、リピーターも増加中！

アグリマルシェはるひでは、農産物や加工品を出荷する産直部会員を随時募集しています。

　丹精込めて育てた野菜を販売し、地域農業の担い手として活躍しませんか？

　家庭菜園程度で市場出荷するほどでもないという方も大丈夫です！

　出荷に興味のある方は、ぜひお気軽にご相談ください！

▲売り場では、
　産直部会員専用の
　エプロンを着用します。

●季節の野菜や果物、花き

●切り干し大根等の加工品

●野菜苗　など

①収入だけでなく、やりがいや達成感が得られる

②自慢の農産物を消費者に食べてもらえる

③消費者との距離が近い

④生産者同士の情報交換が行える

⑤ＪＡ職員による営農指導が受けられる

⑥栽培講習会に参加できる（年数回）

　・春夏野菜栽培講習会

　・秋冬野菜栽培講習会

　・果樹栽培講習会

⑦研修旅行に参加できる（年1回）

⑧フードバンクとの連携による子ども食堂への野菜提供など、

　フードロス削減、ＳＤＧｓへの取組に貢献できる

産直部会加入に関する条件等、詳しくは

営農部販売課（TEL：0568-23-4005）又は

アグリマルシェはるひへお問い合わせください。

■営業時間：午前９時〜午後５時
■定 休 日：毎週水曜日、年末年始
■所 在 地：清須市春日振形１２７
■Ｔ Ｅ Ｌ：０５２-４００-８３１１

募集中!

アグリマルシェ

出荷商品の一例

ここがポイント！

アグリマルシェはるひ基本情報

ー出荷をお考えの皆さまへー

https://www.ja-nishikasugai.com/https://www.ja-nishikasugai.com/
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資
料
の
配
付
部
数
に
つ
い
て
は
、

ご
要
望
に
応
じ
て
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
支
店
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 　

農
林
中
央
金
庫
の
増
資
要
請

に
対
し
て
、Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、

農
林
中
央
金
庫
の
役
員
の
去
就
や
報
酬

は
ど
う
な
る
の
か
。

（
青
山
）

　
農
林
中
央
金
庫
に
増
資
し
た
愛

知
県
信
連
か
ら
、
当
Ｊ
Ａ
に
対
し

て
２
９
億
２
，３
６
３
万
円
の
増

資
協
力
要
請
が
あ
り
、
令
和
６
年
11
月
の

理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
剰
余
金
を
原
資
と
し
た
愛
知
県
信

連
へ
の
預
け
金
か
ら
、
外
部
出
資
と
し
て

拠
出
し
ま
す
。
ま
た
、
農
林
中
央
金
庫
の

役
員
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
た
責
任
を
深
く
痛
感
し
た
う
え
で
、

報
酬
を
一
部
減
額
す
る
と
と
も
に
、
収
支
・

財
務
の
回
復
の
見
通
し
が
立
つ
ま
で
は
、

現
行
体
制
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

   

　
Ｊ
Ａ
で
は
掛
け
捨
て
の
火
災

共
済
を
取
り
扱
っ
て
い
る
か
。

（
清
洲
）

　
お
米
を
購
入
す
る
際
に
割
引

は
あ
る
の
か
。
　（
西
枇
杷
島
）

　
毎
年
12
月
頃
に
年
間
契
約
を
申

し
込
ん
で
い
た
だ
く
と
、
割
引
価

格
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
申
込
み
は
終
了
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
も
掛
け
捨
て
タ
イ
プ

の
火
災
共
済
を
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
が
、
自
然
災
害
や
地
震
に
対

す
る
保
障
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
満
期
共

済
金
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
建
物
更
生
共
済

の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

    

　
令
和
６
年
度
上
期
損
益
計
算

書
に
つ
い
て
、
年
度
末
の
決
算

と
出
資
配
当
金
の
見
通
し
は
ど
う
な
る

か
。
ま
た
、
職
員
の
昇
給
率
は
ど
の
程

度
か
教
え
て
欲
し
い
。

（
西
枇
杷
島
・
青
山
）

　
上
期
の
事
業
管
理
費
は
、
特
殊

要
因
と
し
て
シ
ス
テ
ム
更
新
費
用

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
年
間
の
計

画
値
の
50
％
を
下
回
り
、
当
期
剰
余
金
は

計
画
値
の
70
%
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
出
資
配
当
金
は
総
代
会
の
承
認
事

項
と
な
り
ま
す
が
、
前
年
の
配
当
率
を
下

回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
期
剰
余
金
は

計
画
値
で
1
0
0
％
超
を
目
指
し
て
事
業

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
職

員
の
昇
給
率
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
り
実

質
4.3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

     

　
店
舗
再
編
の
可
否
を
判
断
す

る
た
め
に
店
舗
別
の
収
支
を
公

開
し
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　（
新
川
）

　
Ｊ
Ａ
が
示
し
た
米
の
価
格
は

概
算
金
な
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
米
価
格
の
見
通
し
は
ど
う
か
。（

清
洲
）

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
米
の
買
取
販
売

を
行
っ
て
お
り
、
買
入
価
格
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
価
格
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
産
早
場
米
が
前
倒

し
で
出
荷
さ
れ
た
影
響
で
令
和
７
年
も
同

様
に
流
通
在
庫
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
が
、
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
に
よ

り
消
費
が
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
す
。

　
米
の
等
級
の
決
定
方
法
を
教

え
て
ほ
し
い
。
　
　
　（
師
勝
）

　
西
枇
杷
島
地
区
か
ら
青
山
地
区

の
う
ち
15
か
所
で
玄
米
の
サ
ン
プ

ル
を
採
取
し
、
等
級
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、
13
か
所
で
一

等
米
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
か
ら
出
庫
す
る
令
和
６
年
産
米
は
、

す
べ
て
二
等
米
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

　
営
業
店
別
の
損
益
に
つ
い
て
は
、

明
確
に
集
計
す
る
こ
と
が
困
難
な

た
め
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

店
舗
再
編
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に

設
定
し
た
取
扱
高
等
に
よ
る
再
編
基
準
に

基
づ
き
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
行
組
合
員
は
減
少
し
て
い

る
の
に
総
代
定
数
は
変
更
し
な

い
の
か
。
　
　
　
　
　
　（
西
枇
杷
島
）

　
正
組
合
員
が
年
々
減
少
し
て
い

る
な
か
、
総
代
定
数
は
正
組
合
員

の
幅
広
い
意
見
を
集
約
す
る
た
め

変
更
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
既
に
実
施
し
た
役
員
定
数
の
削
減
と

同
様
に
総
代
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

   

　
総
代
会
資
料
が
総
代
会
の
前

と
後
に
２
回
送
ら
れ
て
き
た
が
、

費
用
の
無
駄
だ
と
思
う
。
　
　（
新
川
）

　
ご
意
見
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
総
代
の
方
に
は
総
代
会

開
催
前
に
資
料
を
送
付
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
総
代
会
終
了
後
に
は
出
資

配
当
金
の
通
知
に
併
せ
て
全
て
の
正
組
合

員
に
資
料
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
二
重

送
付
に
な
ら
な
い
よ
う
に
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
J
A
西
春
日
井
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
策
定
か
ら
相
当
年

数
が
経
過
し
て
い
る
が
、
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
西
枇
杷
島
）

　「
J
A
西
春
日
井
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
10
年
後
の
管
内
農
業
の
目

指
す
姿
を
定
め
、
自
己
改
革
の
実

践
に
よ
り
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
図

る
も
の
で
す
。
策
定
か
ら
約
８
年
が
経
過

し
て
お
り
、
10
年
を
迎
え
る
令
和
８
年
度

に
は
新
し
い
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
西
春
日
井
店
員
の

接
客
応
対
に
気
分
を
害
し
た
の

で
改
善
し
て
ほ
し
い
。
　（
西
枇
杷
島
）

　
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
は
職
員
教
育
を
徹
底
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
と
は
ど

う
い
う
意
味
か
。
　
　（
西
春
） 

　
P
l
a
n（
計
画
）、D
o（
実
行
）、

C
h
e
c
k（
評
価
）、A
c
t
i
o
n

（
改
善
）の
頭
文
字
を
取
っ
た
用
語

で
、
４
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
業
務
を
継
続
的
に
改
善
し
て

い
く
手
法
の
こ
と
で
す
。

 
   

　
准
組
合
員
意
見
交
換
会
で
准

組
合
員
か
ら
収
集
し
た
意
見
は
、

ど
の
よ
う
に
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
て

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　（
西
枇
杷
島
）

　
今
年
度
実
施
し
た
准
組
合
員
意

見
交
換
会
で
は
、
農
産
物
産
直
店

舗
「
ア
グ
リ
マ
ル
シ
ェ
は
る
ひ
」

の
運
営
に
関

す
る
意
見
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
た

だ
い
た
意
見

は
ア
グ
リ
マ

ル
シ
ェ
は
る

ひ
の
店
舗
運

営
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま

す
。

　
実
行
組
合
内
で
配
付
さ
れ
る

文
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
、

実
行
組
合
長
が
取
り
ま
と
め
る
の
か
、

各
自
が
支
店
窓
口
に
提
出
す
る
の
か
分

か
り
づ
ら
い
。
記
載
内
容
を
改
善
し
て

ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
川
）

 実
行
組
合
ご
と
に
提
出
方
法
が

異
な
る
た
め
、
記
載
内
容
が
分
か

り
づ
ら
い
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
改
善
等
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
行
組
合
の
こ
と
が
よ
く
分

か
ら
な
い
。
実
行
組
合
の
構
成

員
は
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
が
大
半
を
占
め
て

い
る
の
で
、
実
行
組
合
の
運
営
に
Ｊ
Ａ

は
も
っ
と
積
極
的
に
関
与
し
て
ほ
し
い
。

（
新
川
）

　
実
行
組
合
は
地
域
の
組
織
と
し

て
設
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
趣
旨

か
ら
運
営
に
直
接
関
与
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。Ｊ
Ａ
は
総
代
・
役
員
候

補
者
の
選
出
や
農
業
資
材
の
注
文
取
り
ま

と
め
に
お
い
て
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

 
    

　
実
行
組
合
の
回
覧
で
肥
料
の

注
文
取
り
ま
と
め
用
紙
が
届
く

が
、
配
付
数
が
多
す
ぎ
る
。

（
師
勝
）

QA

Q

Q

A QA

QAQA

QA QA

Q

AQ

AQA

QA A

QA

QA

QA QA

　ＪＡ西春日井は、昨年10月から11月にかけて地区別代表者
集会を開催し、総代をはじめ各組織代表の皆さまから、貴重な
ご意見やご質問、ご要望をいただきました。
　今月号では、地区別代表者集会でいただいた主な意見・要望
と回答をご報告します。
　当組合は、組合員等皆さまとの対話を、組合運営における重
要事項と位置付けています。皆さまの声を真摯に受け止め、今
後の組合運営に生かしてまいります。

地区別代表者集会の
主なご意見・ご要望と回答
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みのりん通信NEWS & TOPICS みのりん通信 みのりん通信
﹁生前
整理﹂テーマに講演

ＪＡ西春日井キャピタル部会

　
営
農
部
は
12
月
26
日
、
ア
グ
リ
マ
ル
シ
ェ
は
る

ひ
隣
の
営
農
倉
庫
で
し
め
縄
作
り
体
験
会
を
開
き
、

８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
材
料
に
は
、
し
め
縄
用
に
青
刈
り
し
乾
燥
さ
せ

た
ワ
ラ
を
使
用
。
営
農
部
の
職
員
が
、
実
演
し
な

が
ら
作
り
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ワ
ラ
を
よ
る
作
業
に
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
が
、
講
師
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
気
持

ち
を
込
め
て
し
め
縄
を
完
成
さ
せ
「
手
作
り
の
し

め
縄
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

自作のしめ縄で新年を

しめ縄作り体験会

▲しめ縄作りの様子

　
清
須
の
伝
統
野
菜
「
宮
重
大
根
」
の
普
及
と
保

存
に
取
り
組
む
清
須
市
春
日
宮
重
大
根
純
種
子
保

存
会
は
12
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
野
菜
予
冷
施
設

で
次
期
作
に
向
け
た
種
採
取
用
の
母
本
選
抜
を
行

い
ま
し
た
。

　
例
年
、
同
保
存
会
の
会
員
数
名
が
、
自
家
栽
培

し
た
宮
重
大
根
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
中
か
ら
姿
や

形
な
ど
を
見
極
め
て
種
採
取
用
を
選
抜
し
ま
す
。

そ
れ
を
各
人
が
持
ち
帰
っ
て
再
び
土
に
植
え
直
し
、

次
期
作
用
の
種
を
採
取
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
の

伝
統
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝統野菜﹃宮重大根﹄を守りつなぐ

次期作へ保存会が母本選抜

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
年
金
支
給
日
の
12

月
13

日
、

全
金
融
店
舗
で
特
殊
詐
欺
未
然
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
西
春
支
店
で
は
、
西
枇
杷
島
警
察
署
生
活
安
全

課
の
協
力
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
警
察
官
が
連
携
し

て
窓
口
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
者
に
特
殊
詐
欺
へ
の
注
意

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
啓
発
品
と
し
て
清
須
市
産
の
シ
イ

タ
ケ
を
全
店
合
計
で
２
０
０
個
用
意
。
チ
ラ
シ
と

と
も
に
手
渡
し
、
管
内
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

●シ 

…
知
ら
な
い
電
話
や
メ
ー
ル

●イ 

…
今
ま
さ
に

●タ 

…
ダ
マ
さ
れ
て
い
る
か
も
?

●ケ 

…
警
察
に
相
談
を
！

啓発品に地元産シイタケ

特殊詐欺未然防止活動

▲啓発活動の様子（西春支店）▲収穫した宮重大根を運び込む様子▲研修会の様子

NEWS & TOPICS みのりん通信
　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
キ
ャ
ピ
タ
ル
部
会
は
12
月
18
日
、

外
部
講
師
に
よ
る
研
修
会
を
西
春
支
店
で
開
き
ま

し
た
。

　
研
修
会
で
は
「
生
前
整
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
生

き
方
整
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
講
師
が
生
前
整
理

の
目
的
や
不
要
品
を
仕
分
け
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
、

自
分
自
身
と
の
向
き
合
い
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
講
師
の
話
を
興
味
深
く
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
11

月
27

日
と
28

日
、
准
組
合

員
料
理
教
室
を
開
催
し
、
准
組
合
員
ら
16
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
料
理
教
室
は
、
准
組
合
員
の
農
業
・
農

協
に
対
す
る
理
解
醸
成
と
参
画
、
意
思
反
映
を
目

的
に
、
自
己
改
革
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
丸
山
組
合
長
は
、
地
域
農

業
へ
の
理
解
と
地
元
農
産
物
の
積
極
的
な
消
費
を

参
加
者
に
呼
び
か
け
、
企
画
管
理
部
の
職
員
が
准

組
合
員
の
位
置
付
け
や
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、
清
須
市
産
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
を

使
っ
た
料
理
３
品
を
調
理
。
試
食
を
楽
し
み
、
産

直
の
利
用
、
情
報
発
信
、
Ｊ
Ａ
へ
の
期
待
な
ど
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
し
ま
し
た
。

地域農業への関心もっと高めて

准
組合員料理教室で地産地消ＰＲ

▲調理の様子

　
昨
年
12
月
、
名
古
屋
市
の
熱
田
神
宮
境
内
で
熱

田
神
宮
豊
年
講
と
Ｊ
Ａ
愛
知
中
央
会
の
主
催
に
よ

る
第
72
回
農
林
畜
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
域
か
ら
農
産
・
蚕
糸
、
園
芸
、
畜
産
、

林
産
な
ど
１
，
７
７
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
生
産
者

が
栽
培
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
か
ら
は
前
回
を
上
回
る
42
人
の

生
産
者
が
合
計
72
点
を
出
品
。
審
査
の
結
果
11
点

が
入
賞
を
果
た
し
、
石
黒
ふ
じ
江
さ
ん
（
清
須
市
）

出
品
の
小
松
菜
が
愛
知
県
農
協
中
央
会
長
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

令和６年
度　
農業感謝祭

第
72回農林畜産物品評会

▲愛知県農協中央会長賞を受賞した石黒さん

　
営
農
部
は
12
月
10
日
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
審
査
会

を
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
野
菜
予
冷
施
設
で
開
き
、
県
職
員
、

種
苗
メ
ー
カ
ー
、 

Ｊ
Ａ
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
管
内
の
主
力
品
目
で
あ
る
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
生
産
維
持
に
向
け
、
種
苗
メ
ー
カ
ー

と
生
産
者
の
協
力
を
得
て
取
り
組
む
も
の
で
、
９

品
種
に
つ
い
て
試
験
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
圃
場
内
で
の
立
毛
状
態
と
収
量
、
品

質
な
ど
を
参
加
者
各
人
が
採
点
し
、
総
合
計
で
順

位
を
決
め
る
方
法
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
、
べ
と
病
対
策
や
在
圃
性
、
低
温

伸
張
性
な
ど
の
面
か
ら
品
種
選
定
の
参
考
と
さ
れ
、

今
後
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

ホウレンソウの品質向上目指し

拠点調査ほ事業で審査会

▲圃場で立毛状況を確認する参加者

　
営
農
部
は
12
月
11
日
、
出
荷
組
合
員
を
対
象
と

し
た
エ
ダ
マ
メ
栽
培
講
習
会
を
西
春
支
店
で
開
き

ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、
昨
年
多
く
発
生
が
確
認
さ
れ
た
カ

メ
ム
シ
や
ダ
イ
ズ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
へ
の
防
除

対
策
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
県
農
業
改
良
普
及
課

職
員
が
、
被
害
状
況
や
害
虫
の
生
態
、
防
除
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
農
薬
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
適
正
使
用
に
関
す
る
資
料
を
確

認
し
ま
し
た
。

特産物の生産拡大につなげる

エダマメ栽培講習会

▲講習会の様子
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茶々
（２歳　♂）

ちゃちゃ

�出荷する農産物　ホウレンソウ、コマツナ、キャベツ、
　ハクサイ、ダイコン、ニンジン、カボチャ、コメ
�出荷先　アグリマルシェはるひ
�農業歴

水稲栽培は15年ほど。野菜類は力を入れはじめて２年にな
ります。

�これまでの農業を振り返って

まだ勉強不足な点が多く、父親が健在なうちに栽培方法な
どについて、もっと聞いておけばよかったと後悔しています。
実際に農業を始めてみると、露地栽培は天候をみながらの
作業になるので難しいと感じています。ホウレンソウが最初
に売れたときは、うれしかったです。

�農業への活力源

たまの晩酌とカラオケです。若い頃はツーリング、今は数独
にハマっています。

�農業で大切にしていること

皆さんにより安心して食べてもらえるよう減農薬栽培を意識
することです。

�読者へメッセージ

退職前60代・70代の皆さん、農業もやってみると面白いですよ
健康のためにもぜひチャレンジしてみてください!

�

ウチの人気者　！

清洲支店管内
飼い主：大塚 純一さん

ウチの人気者　！

　飼いはじめたきっかけ

　―　妻の一目惚れ
　性格

　―　さみしがりや。移動する際は、一緒につ
いてくるほどです。

　好きな食べ物

　―　鶏肉、砂肝の燻製

　可愛いしぐさ

　―　帰宅時に出迎えてくれるところ
　飼い主さんからひと言

　―　いつまでも元気で長生きしてね！

河村　悠生くん　２歳
★好きな食べ物：納豆
★お気に入り　：お月様
★好きな遊び　：すべり台

はる　き　

青山支店管内

河村　米光さんのお孫さん
　　　　　　　よねみつ

わが家の完全無敵のアイドル !!

まっすぐ元気に大きくなってね☆

ーご家族からのメッセージー

農をつなぐ
ー管内の生産者の皆さんー

生産者さんにインタビュー！

ぬいぐるみや
ボールで遊ぶのが

好きなんだ！

Vol. 304

阿原支店管内

横井　久子さん
　　　　　　　　　

　ひさ　こ
カラオケ
始めました！

　
横
井
さ
ん
は
今
か
ら
１
年
ほ

ど
前
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
カ
ラ

オ
ケ
を
始
め
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
「
一
度
は
人
前
で

歌
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
そ
う
で
、
歌
う
こ
と
で
度
胸

が
つ
き
、
歌
詞
を
覚
え
る
こ
と

は
脳
ト
レ
に
も
な
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
去
年
３
月
、
初
め
て
舞
台
に

上
が
り
人
前
で
歌
っ
た
時
の
こ

と
が
思
い
出
深
い
と
か
。

　
横
井
さ
ん
は
「
ま
だ
活
動
を

始
め
た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら

色
々
な
曲
を
覚
え
て
、
も
っ
と

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
た
い
。
今

は
３
月
の
発
表
会
に
向
け
て
練

習
中
で
す
！
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

カニヘンダックスフント

じゅんいち

池山　善照さん
　　　　　　よしてる （北名古屋市）

ＪＡ西春日井産直部会員
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頂芽

花芽　結果枝になる芽

葉芽　発育枝になる芽

結果枝

発育枝

【夏】 【次年の春】
果実が成っていた箇所

図　カンキツ類の結果習性

果実（冬に収穫）

ミ
カ
ン
の
せ
ん
定尾

張
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課

技
師
　
山
本
　
大
地

　
ミ
カ
ン
は
、
昔
か
ら
日
本
人
に
親
し
み
が
あ
る
果
樹

類
の
一
つ
で
、
代
表
的
な
品
種
に
温
州
ミ
カ
ン
が
あ
り

ま
す
。
ミ
カ
ン
の
収
穫
時
期
に
よ
り
、
極
早
生
、
早
生
、

中
生
、
晩
生
な
ど
品
種
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

よ
り
せ
ん
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
ミ
カ
ン
は
、

よ
く
成
る
年
︵
表
年
︶
と
ほ
と
ん
ど
成
ら
な
い
年
︵
裏
年
︶

が
交
互
に
な
り
や
す
い
樹
種
の
代
表
で
す
。
家
庭
栽
培

で
良
く
見
か
け
る
ミ
カ
ン
︵
宮
川
早
生
︶
に
つ
い
て
、

毎
年
成
ら
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
せ
ん
定
を
紹
介
し

ま
す
。

■
ミ
カ
ン
の
結
果
習
性

　
ミ
カ
ン
は
図
の
と
お
り
、
発
育
枝
の
頂
芽
お
よ
び
そ

れ
に
続
く
２
〜
３
芽
か
ら
出
た
新
梢
の
先
端
に
花
芽
が

つ
き
ま
す
。
毎
年
し
っ
か
り
と
発
育
枝
を
確
保
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
毎
年
成
ら
せ
る
ポ
イ
ン
ト

⑴
　
表
年
に
成
ら
せ
す
ぎ
な
い

　
た
く
さ
ん
成
っ
て
い
る
樹
は
早
め
に
、
葉
っ
ぱ
20
〜

25
枚
に
１
果
を
目
安
に
果
実
が
成
る
よ
う
し
っ
か
り
と

摘
果
し
、
樹
の
負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
　
表
年
と
裏
年
で
切
り
方
を
変
え
る

　
表
年
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
つ
ま
り
、
前
年
に
あ
ま

り
成
ら
な
か
っ
た
場
合
、
せ
ん
定
に
よ
り
発
育
枝
を
切
り
、

花
芽
を
減
ら
す
こ
と
で
、
成
ら
せ
す
ぎ
を
修
正
し
ま
し
ょ

う
。
逆
に
裏
年
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
せ
ん
定
量
を
減

ら
し
ま
す
。

■
せ
ん
定
の
実
際

⑴
　
せ
ん
定
す
る
時
期

　
ミ
カ
ン
の
せ
ん
定
は
厳
寒
期
を
過
ぎ
た
３
月
以
降
に

行
い
ま
す
。
強
い
寒
さ
が
続
く
と
き
は
、
こ
の
時
期
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
必
ず
寒
さ
が
和
ら
い
で
か
ら
せ
ん
定
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
花
芽
が
少
な
い
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
４
月
下
旬
に
花
の
蕾
が
見
え
て
き
て
か
ら
行

う
と
せ
ん
定
し
や
す
い
で
す
。

⑵
　
幼
木
期
の
せ
ん
定

　
ミ
カ
ン
は
、
１
年
生
苗
木
を
植
え
つ
け
た
場
合
、
地

上
部
か
ら
30
㎝
程
度
で
切
り
返
し
ま
す
。
２
年
目
に
は

３
〜
５
本
の
強
い
枝
と
数
本
の
弱
い
枝
が
発
生
し
ま
す
。

主
枝
は
３
本
必
要
で
す
が
、
早
く
か
ら
主
枝
を
決
め
て

他
の
枝
を
切
る
と
、
生
育
の
た
め
の
葉
数
が
足
ら
ず
、

樹
全
体
の
生
育
が
悪
く
な
る
の
で
、
数
年
間
は
候
補
と

し
て
４
〜
５
本
の
枝
を
残
し
、
分
岐
の
角
度
や
間
隔
と

伸
び
具
合
を
見
な
が
ら
最
終
的
に
３
本
に
し
ま
し
ょ
う
。

主
枝
が
決
ま
っ
た
ら
支
柱
を
使
っ
て
均
等
に
誘
引
し
ま

し
ょ
う
。

　
幼
木
時
代
は
樹
冠
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
点
で
あ

り
、
主
枝
を
決
定
す
る
他
、
枝
葉
を
で
き
る
だ
け
多
く

残
し
て
生
育
を
早
め
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

せ
ん
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
　
成
木
期
の
せ
ん
定

　
せ
ん
定
量
の
目
安

は
、
切
り
落
と
す
葉

の
量
と
し
て
全
体
の

20
％
以
内
と
し
ま
す
。

樹
の
向
こ
う
側
が
ち

ら
っ
と
見
え
る
程
度

が
目
安
で
す
。
ま
っ

た
く
見
え
な
い
よ
う

な
ら
、
枝
葉
が
多
す

ぎ
ま
す
。
枝
葉
が
混

ん
で
暗
い
箇
所
は
枝

葉
が
枯
れ
、
病
害
発

生
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
枯
れ
枝
を

せ
ん
定
し
て
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

春
ま
き
キ
ャ
ベ
ツ　
育
苗
管
理
が
肝
心

　

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
は

夏
ま
き
栽
培
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、

低
温
期
に
種
ま
き
を
す
る
春
ま
き
栽
培
で

は
、
早
期
に
花
茎
が
伸
び
て
収
穫
で
き
な

い
こ
と
が
起
き
ま
す
。
適
切
な
品
種
を
選
び
、

苗
作
り
で
の
温
度
管
理
を
上
手
に
す
れ
ば
、

初
夏
に
収
穫
す
る
作
型
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

［
品
種
］
と
う
立
ち
し
に
く
い
晩
抽
性
と
収

穫
期
の
高
温
を
避
け
ら
れ
る
早
生
性
を
兼

ね備えた品種を選びましょう
。

　

柔
ら
か
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
春
系
の
﹁
春

波
﹂︵
タ
キ
イ
種
苗
︶、﹁
中
早
生
二
号
﹂︵
サ

カ
タ
の
タ
ネ
︶
な
ど
が
お
薦
め
で
す
。

［
苗
作
り
］
発
芽
温
度
は、お
お
む
ね
５〜

35
度
で、適
温
は
20〜25
度
で
す。そ
の

後
の
温
度
は、日
中
15〜20
度、夜
間
５

〜10
度
を
確
保
し
ま
す。そ
の
た
め、ト

ン
ネ
ル
内
に
温
床
マ
ッ
ト
な
ど
で
温
床
を

作り、最低
10度を目安に加温しますが、

日
中
は
25
度
以
上
に
上
が
ら
な
い
よ
う
に

換
気
を
し
ま
す︵図
１︶。７・５〜９
㎝

ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
３、４
粒
ま
き
し、本
葉

２
枚
で
１
本
と
し、本
葉
５、６
枚
の
大

苗に仕上げます︵図２︶。

［
畑
の
準
備
］
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石

灰
１
０
０
ｇ
程
度
を
ま
い
て
、
よ
く
土
を

耕
し
ま
す
。
畝
幅
70
〜
80
㎝
、
深
さ
20
㎝

の
溝
を
掘
り
、
こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
堆
肥

１
㎏
と
化
成
肥
料
︵
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
︶

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

１
０
０
ｇ
を
施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
畝

を
立
て
ま
す
︵
図
３
︶。

［
植
え
付
け
］
時
期
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開

花
す
る
頃
︵
気
温
10
度
以
上
︶
に
、
株
間

40
㎝
に
植
え
付
け
ま
す
︵
図
４
︶。

［
追
肥
］
結
球
期
ま
で
肥
効
が
残
ら
な
い
よ

う
に
、
定
植
後
２
週
間
程
度
で
株
の
周
り

に
化
成
肥
料
を
１
株
当
た
り
10
ｇ
く
ら
い

ま
い
て
、
株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
。

［
病
害
虫
の
防
除
］
気
温
が
上
が
る
と
ア
オ

ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
、

Ｂ
Ｔ
剤
な
ど
で
防
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］
球
が
固
く
締
ま
る
前
に
早
め
に
収

穫
し
ま
す
︵
図
５
︶。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

栽培カレンダー（春まきキャベツ）

冷涼地

中間地

暖地

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

植え付け種まき 苗作り 生育 収穫
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アグリスクール活動日記

12月27日　収穫等販売準備　　12月28日　採れたて朝市

【主な内容】　

　12月28日、西春支店駐車場にてアグリスクール「採れたて朝市」を開催しました。

このイベントは、受講生が実習の中で栽培した野菜を自ら販売する生産者体験の一環

として行われています。

　受講生は、研修農園で収穫したハクサイ、キャベツ、ニンジン、ダイコンなどをブース

に並べ、買い物客と会話を楽しみながら積極的に販売に取り組んでいました。

　採れたて朝市の売上金は、医療支援のためＪＡ愛知厚生連江南厚生病院に全額寄付

します。

春さきどりセール
　西春支店では、組合員・利
用者の皆さまに、ＪＡバンクの
「よりそい活動」、ＪＡ共済の
「あんしんチェック」の２つに重
点を置いた取組を実施しています。
　これらは、組合員・利用者皆
さまへのアンケートや対話などの
コミュニケーションをきっかけに、
取引内容の再確認、また疑問・
不安の解消を目的として行うもの
で、今後もＪＡの各事業を安心し
てご利用いただけるよう、職員
が適宜ご案内しています。
　些細なお困り事でもお気軽に
ご相談ください！
　私たちが精一杯対応させてい
ただきます�

西春
 　支店

西春
　 支店

支店通信

2025.
2

決議事項

第１号議案　臨時雇用者就業規則の一部変更について

第２号議案　中央会期中監査実施結果報告書に対する

改善状況確認書について

上記議案について原案の通り可決承認されました。

（令和6年12月25日開催）

☆休日ローン相談会　1日、8日、15日（西春支店）
☆法務相談のお申し込みは営農部開発相談課まで
　（要予約）TEL：0568-23-4056

（月）

（火）

（水）

（木）

（木）

（土）
（火）

（水）

（木）

農業所得申告相談会（西春支店）

農業所得申告相談会（西春支店）

農業所得申告相談会（師勝支店）

農業所得申告相談会（師勝支店）

法務相談（本店）

春さきどりセール
（アグリマルシェはるひ）

年金相談会（西春支店）

年金相談会（新川支店）

３日

　４日

　５日

　６日

１３日

　１５日
～１８日

１９日

２０日

第17講

収穫の様子【１２月２７日】 朝市の様子【１２月２８日】

　新しい年を迎えて１か月、寒空が続くなか、春の訪
れが待ち遠しいところです。
　さて、２月といえば節分。ご家庭で豆まきをされる
方も多いのではないでしょうか。
　わが家では少量の豆をまき、焼いたイワシの頭とヒ
イラギを一緒にして玄関先に飾るのが毎年の恒例。
意外にも一年間形を保って残っているため、ご利益を
感じずにはいられません。
　今年も豆まきで邪気を払い、福を招き入れたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（や）

編集後記

JA愛知厚生連
ともに、守り抜く。

【お問い合わせ先】
江南厚生病院　看護管理室　愛知県江南市高屋町大松原137番地
TEL：（0587）51-3332（直通）　平日9時30分から16時30分まで対応
参加希望日の２週間前までに右記応募フォームよりお申し込みください。 応募フォーム▶

江南厚生病院では看護学生さんを対象に2026年4月採用に向けての病院説明会を開催します。
病院概要の説明、先輩看護師とのグループトーク、院内見学に参加できます。

JA愛知厚生連 江南厚生病院
看護学生対象病院説明会開催情報

参加をご希望の方は江南厚生病院看護部ホームページの「応募フォーム」
よりお申し込みください。
応募フォーム：https://bzform.jp/konankosei
また、1day仕事体験の予約も受け付けています。江南厚生病院の雰囲気、
看護のシゴトを体感してください。

開　催　日 申込締切日
月
月
月
月
月

日
日
日
日
日

２
３
３
４
５

15
８
22
12
10

（土）
（土）
（土）
（土）
（土）

月
月
月
月
月

日
日
日
日
日

２
２
３
４
５

７
28
14
４
２

（金）
（金）
（金）
（金）
（金）

2月

　産地直送の新鮮野菜が盛りだくさん！

セール期間中だけのお値打ち品も多数

ご用意しております。

ぜひ、お買い物にお立ち寄りください！

　産地直送の新鮮野菜が盛りだくさん！

セール期間中だけのお値打ち品も多数

ご用意しております。

ぜひ、お買い物にお立ち寄りください！

アグリマルシェ

ＪＡ西春日井　農産物直売所

アグリマルシェ

２月15日㊏

　～２月18日㊋

２月15日㊏

　～２月18日㊋

ＪＡ西春日井　農産物直売所

春さきどりセール春さきどりセール
〈セール期間〉〈セール期間〉

お知らせ！
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